
・ 最後に総括した、細野揖斐川第二出張所長は「

揖斐川は、横山ダム・徳山ダムの２つダムが連携

し、防災操作に当たっている。

本年、8月中旬に発生した台風11号では、戦後

12番目の大洪水となり、両ダムの働きが無ければ

、揖斐川（万石地点）の水位は２ｍ上昇し、堤防

はかなり危険な状態になった可能性があると試算

している。両ダムが出来た事で、揖斐川の治水に

対する安全度は高まったが、昨今の異常気象にみ

るゲリラ豪雨等、今後、益々、巨大化する災害に

対して、ハード整備（護岸等の整備）やソフト対

策（情報提供など）、総合的に取り組んでいく必

■意見交換会
・ ダム見学を終えた一行は、安八町役場に到着した後、国土交通省・細野揖斐川第二出張所長が加わり、本日

の反省会及び揖斐川・長良川の治水対策について意見を交わしました。以下に、その発言の一部を紹介する。

【主な発言】

Ａ氏 ：「これまで、ダムの外観しか見たことが無かった。今回、ダム内部まで見せていただき、そのスケール

の大きさや、ハイテク技術が屈指されたダムだと言うことに感動した。」

揖斐川・長良川の治水について牧自治会の皆さんと意見を交わす
細野揖斐川第二出張所長 ＝ 安八町役場（安八町氷取）

Ｂ氏 ：「両ダム共に丁寧な説明をしていただき感謝。ダムの洪水調節によって、我々の暮らしが安全に守られ

ていることが良く分かった。また、水の管理をしっかりとやられていると感じた。」

Ｃ氏 ：「横山ダムは完成後50年が経過し、地震に対してダム本体の安全性について心配をしていたが、今日の

説明を聞き、しっかりと点検と対策が取られているという事が分かり安心した。」

Ｄ氏 ：「ダムが出来てから、川の流れが変わり、豪雨時でも揖斐川本川の水位が上がらなくなった。一方、川

の中にヤナギが繁茂し、樹林化していることに不安を感じている。「水」の管理と合わせて、「木」の管

理も宜しくお願いしたい。

Ｆ氏 ：「安八水害から間もなく４０年。今回のダム視察は、揖斐川、長良川の治水を考える良い機会となった。

今後も、この様な見学会を定期的に開催し、地域の身近な話題に対して知識を深めていきたい。

要がある。どんなに治水対策が進んだとしても、想定を上回る自然の驚異は必ずやって来る。勿論、行政も

全力を挙げるが、いざという時は、自分の命は自分で守る、という気構えと準備、そして家族、近所、地域

での連携と助け合いが必要」－と話した。

自然災害から、身を守るために・・・


